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1. まえがき
近年，人体近傍で使用されることを想定したテキ

スタイルアンテナに関する研究が進められており，人

体の影響を低減するアンテナ構成に関する検討が行

われてきた．本報告では，文献 [1], [2]で報告されて

いる自己適応型電力分配方式のテキスタイルアンテ

ナへの適用を想定し，コンフォーマル形状での実験

的検討を行った.

2. 評価モデル
図 1に示す評価モデルは，1.6 GHz帯で動作する自

己適応型電力分配器を，誘電体として厚さ 2.0 mmの

フェルト生地を想定し，導体部を厚さ 0.1 mmの銅板

で構成した．また，コンフォーマル形状は R=40 mm

の円筒に巻きつけたコンフォーマルモデルとし，人

体の近接による影響を評価するために，R=27.5 mm

の円筒状人体等価 2/3筋肉ファントムをポート 2側

の内側から距離 d [mm]で近接させるものとする．

3. 測定結果
設計した分配器の平面モデルとコンフォーマルモ

デルの測定結果を図 2に示す．図 2より，コンフォー

マルモデルでは |S21|，|S31|ともに平面モデルと同様
の傾向を示すことを確認した．また，コンフォーマル

モデルにおけるファントム近接距離による特性変化

を図 3に示す．図 3より，d=0の場合では |S21|が低
下し |S31|が増加することを確認した．また，d=10

の場合では |S21|の低下および |S31|の増加は d=0の

場合と異なり，電力分配量が切り替えられることを確

認できる．

4. まとめ
本報告では，自己適応型電力分配方式のテキスタ

イルアンテナへの適用を検討し，コンフォーマル形

状での電力分配性能について検討した．平面モデル

とコンフォーマルモデルでは同様の傾向を示すこと

を確認し，評価モデルでは，ファントムの近接距離の

変化により自己適応型電力分配方式が適用可能であ

ることを確認した．
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図 1. 電力分配器の構造
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図 2. 平面モデルとコンフォーマルモデルの通過特性
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図 3. ファントム近接した場合の通過特性
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